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【要 約】植栽後用土の pH は変化していくが，変動の大きさ・方向は用土ごとに異なっ

た。出荷時と植栽後２年半経過した見本園の pH 変動から用土を３つのタイプに分けた。

植物が健全に生育するためには，タイプに応じた植物を選択することが望ましい。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

【目 的】 

出荷時における屋上緑化用土の化学性は製品ごとに異なった（2004 年度報告）。そこで

植栽後の pHの変動特性を明らかにし，維持管理の基礎資料とする。 

【方 法】 

１）現状把握：植栽後最小限の施肥で２年半管理した都農総研見本園（以下，見本園）を

対象とし，用土厚 30cmを上層と下層に分けて採取し，pHを測定した。 

２）pH変動の特性：降雨や灌水などの管理が用土の化学性に与える影響を把握するために，

出荷時にアルカリ性であった６種について，３回連続抽出による水溶性画分の化学性を

分析し，また pH緩衝能を測定した。成分量は容積あたりで表した。 

【成果の概要】 

１）植栽後の pH：出荷時と見本園の上層を比較し，以下の３タイプに分けた（図１）。 

タイプ①：２年半後にはアルカリ性から酸性に変動した AS,KS 

タイプ②：２年半後もアルカリ性が維持された RR,RE 

タイプ③：２年半後の pH が７以下であり，経年変化が小さい GR,FO,KM,DB,αⅡ,PM, 

VS,TS,SG,R3 

２）水抽出による pH変動：３回の抽出によって pHが低下した用土はタイプ①の AS,KSお

よびタイプ②の RRの３種，pHが上昇した用土はタイプ②の REおよびタイプ③の KM,FO

の３種であった（図２）。その変動幅はいずれも pH0.7以内であった。 

３）水溶性塩基：pH 変動の大きかったタイプ①の AS は交換性塩基に占める水溶性塩基の

割合が３％と低く，溶出量は他の用土より少なかった（図３）。タイプ②の RR,REは交換

性塩基に占める水溶性塩基の割合が他の用土よりも多く 30％程度であった。RRはコンク

リートの発泡資材，REは紙のリサイクル工程で発生する粘土を焼成した資材が含まれて

おり，両者ともに Ca 含量が高く，そのために交換性および水溶性 Caも高かった。 

４）pH緩衝曲線：タイプ①の ASは他の用土よりも pHの低下が緩く，緩衝能が高かった（図

４）。これは交換性塩基が多く，水溶性塩基が少ないことが要因と考えられた。 

５）まとめ：同一に管理しても各々の用土は時間の経過とともに異なった pHの変化をする。

タイプ①では植栽後に pH が急激に変動するために植物の生育に影響を及ぼすことが考

えられる。タイプ②では pHが高い用土を好む植物を選択することが好ましい。タイプ③

は在来の植物に向いており，pH調整することで多くの植物に対応できる用土である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

図２ 出荷時用土の水抽出による pH変動 

 

 

 

 

 

 

 

図１出荷時と見本園(2年半)上層の用土の pH 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)右図の( )内は交換性塩基に占める            a)用土 10gに蒸留水を 100mL添加した 

水溶性塩基(3回抽出の合計)の割合。            懸濁液に塩酸を段階的に添加した。 

図３ 出荷時用土の交換性塩基および水溶性塩基   図４ 出荷時用土の pH緩衝曲線 
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